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vision2026

3

あなたの町で、「便利な暮らし」と「笑顔につながる健康」を
支えるドラッグストアを目指して

2026年5月期 売上高 億円5000数値目標
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戦略：vision2026実現の為の3つの重点施策

4

1 フード＆ドラッグ
への転換 3 ドミナント化

への移行2 調剤併設率
70％



Copyright2026 KUSURI NO AOKI HOLDINGS CO.,LTD. All Rights Reserved.

① フード＆ドラッグへの転換

5

2020年に、食品売場を拡大し、豊富な生鮮や食品を取り揃えることを可能とする新フォーマット（400坪）を開発。
400坪開発を経て、300坪の生鮮導入改装を実施（合計700店舗）。青果・精肉・惣菜の全店導入が完了。※小型店を除く。
EDLP施策の浸透とローコストオペレーションの取組強化。
→直近3年間のCAGRは、既存店107.5%、全店115.0%と好調に推移。

生鮮導入改装

700店舗実施

青果

惣菜

精肉

生鮮導入

新フォーマット
開発

300坪

400坪
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② 調剤併設率70％

6

薬剤師の採用難が影響し、開局に遅れ。当初目標であった併設率70%は2026年5月期計画62.7%と未達。
コロナ禍、無料検査の実施に積極的に取組み、調剤の認知度向上にプラス影響。

当初目標：調剤併設率70% 未達
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過去5年間（2021.5期～2025.5期）で403店舗の出店（自社：354店舗、M&A：49店舗）。
自社出店の鈍化により、当初計画（毎年100店舗出店）に対しては計画未達。
M&Aによる出店が年々増加。

③ ドミナント化

7
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当初目標：年間100店舗出店体制の構築 未達
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2021年5月期より、エリアごとの生鮮MD構築と好立地物件の確保を目的に、地場SMのM&Aを実施。
2025年5月期時点で、18社のM&Aを実施（合計：売上高880億円、店舗数129店舗）。

③ ドミナント化 - M&Aの実施 -

8

2023年3月 事業譲受

2024年9月 吸収合併

2020年10月 子会社化

2022年3月 吸収合併

2022年3月 吸収合併

2021年6月 会社分割

2025年2月 事業譲受

2020年6月 子会社化 2021年5月 吸収合併

2023年12月 事業譲受 2023年11月 事業譲受

2024年9月 事業譲受

2024年12月 子会社化2025年2月 吸収合併

2024年2月 事業譲受

BK
2024年3月 事業譲受

2024年8月 吸収合併

2025年2月 事業譲受
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第3次中期経営計画（2021.5期-2026.5期）の振り返り
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3つの重点施策と物価高が相まって、新店・既存店共に来店頻度が増加し、5年前の店舗売上高を回復。
直近3年間のCAGRは、既存店107.5％、全店115.0％と好調に推移。
第3次中期経営計画目標：売上高5000億円を1年前倒しで達成。

第3次中期経営計画 数値目標

2026年5月期 売上高 5000億円

第1次中期経営計画 第2次中期経営計画 第3次中期経営計画

単位：億円

（計画）

※2022.5期以降は収益認識基準



Copyright2026 KUSURI NO AOKI HOLDINGS CO.,LTD. All Rights Reserved.

第3次中期経営計画（2021.5期-2026.5期）の振り返り
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34.3%
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配当性向

（計画）

（計画） （計画） （計画）

（計画）（計画）

※販管費率・営業利益率は株式報酬費用を除く
※2020年、2021年は収益認識適用前のため除外
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第3次中期経営計画における成果（直近５か年）と今後の課題

11

重点施策の成果

◎
フード＆ドラッグへの転換

新フォーマット (400坪) 開発
生鮮導入改装（700店舗）
店舗売上回復

△
調剤併設率46％ ⇒ 66％

調剤併設率を20％拡大
積極的な無料検査の実施

▲

今後の課題

競合環境悪化
営業利益率4％台に低下

採用問題と人材の希薄化

建築費の高騰（1.4倍）
好立地物件の減少

1年前倒しで売上高5000億円を達成 競合環境が年々悪化、少子高齢化
物価上昇、人材不足、ガバナンス・株主還元

ドミナント化への移行
ドミナント出店の強化

  M&AでSM18企業の子会社化
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クスリのアオキ創業156年 変革の歴史

13

1869年（明治2年）に薬種商として創業して以来、時代の変化に対応し、事業を変革。
1985年にドラッグストア業態へ転換し、株式会社クスリのアオキを設立。
1995年からはチェーンストア経営を本格化させ、急速に成長。
2010年以降、既存店の食品強化を積極的に推し進め、出店エリアを北陸から全国へ拡大。
設立40周年となる2025年には、売上高5000億円、店舗数1000店舗体制を達成。設立50周年に向けてさらなる成長を目指す。

19951985 2010

設立 40周年

｜売上 5000億円 達成

｜店舗数 1000店舗 達成

1869 2020

設立
50周年

20352025

創業

本社兼集約センター 設立 フード＆ドラッグへの転換

株式会社クスリのアオキ 設立

創業 ドラッグストア
への転換

チェーンストア
経営

食品強化
エリア拡大 フード＆ドラッグ

食品強化、全国展開への挑戦
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50周年ビジョン

14

あなたの町で、「便利な暮らし」と「笑顔につながる健康」を
支えるドラッグストアを目指して

数値目標：2035年5月期 売上高1兆円（小売業トップ20）



Copyright2026 KUSURI NO AOKI HOLDINGS CO.,LTD. All Rights Reserved.

50周年ビジョン

  15

中期経営計画

第3次中期経営計画
2022.5期~2026.5期

第4次中期経営計画
2026.5期~2030.5期

第5次中期経営計画
2031.5期~2035.5期

1 兆円

売上高

5014 億円

売上高

2025.5期実績

売上高

8000 億円

2030.5期目標 2035.5期目標

営業利益 440億円
（ 5.5%  ）

小売業トップ20
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中期経営計画の位置づけ

16

健康と美と衛生を通しての社会貢献
経営理念

マテリアリティ

経営戦略

もっと便利に、ずっと笑顔で。

第4次中期経営計画（2026.5期～2030.5期）

第5次中期経営計画（2030.5期～2035.5期）

当社の経営理念に基づき、持続可能な成長を実現するための50周年ビジョンを策定。
クスリのアオキ50周年に向けて、マテリアリティを再検討。
長期目標50周年ビジョンの達成に向け、2つの時期に分けた中期経営計画を策定。

50周年ビジョン

便利な暮らしと健康的な生活の支援
従業員の成長と働きやすい職場環境の整備
適切なガバナンスの整備
環境保全への取組み

Vision ＜財務目標＞ 売上高 兆円（小売業 トップ20）1
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フード＆ドラッグ食品強化、全国展開

第4次中期経営計画（2026.5期～2030.5期）

18

5000億円

8000億円

1兆円

3000億円

203520302025

チェーンストア化

2020

ドラッグストア業態への転換

フード＆ドラッグ＋調剤の進化

1985
（設立）

設立以来、地域のお客様を支えるドラッグストア、調剤薬局を目指し、店舗の利便性を追求。
第3次中期経営計画を1年前倒しで達成し、地域貢献・持続的な成長に向け50周年ビジョンを策定。
第4次中期経営計画においては、売上高・営業利益ともにCAGR10％の継続的な成長を目指す。

売上高 8000億円

営業利益 440億円（5.5％）

出店 400店舗（M&A込）

生鮮ノウハウの向上

収益構造の強化

M＆Aの推進

財
務
目
標

重
点
戦
略

方針

1995 2010
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中期経営計画の重点戦略
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フード＆ドラッグ＋調剤の進化方針

生鮮ノウハウ
の向上

フォーマットの大型化
MD・運営力の向上
PC3拠点新設と物流網再構築

→ 集客力の最大化と収益性の改善

収益構造の強化

EDLP＆ローコストオペレーション
 調剤売上拡大（1000億円）と

連携強化
 PB比率10.0%（800億円）

M&Aの推進

出店 400店舗（M&A込）
  M＆Aで3割を補完（120店舗）
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①生鮮ノウハウの向上 - フォーマットの大型化 -

20

300坪 400坪 450坪コンセ 500坪

・必要面積が少なく、
出店しやすい

・販管費がコントロール
しやすく安定的な収益が
見込める

・新型フォーマット
・300坪とコンセの

利点を取り入れた
ハイブリットタイプ

・必要面積が大きく、
出店しづらい

・店舗売上が高く、
収益力も高い

450コンセを500坪に拡大。フォーマットの大型化により、品揃えと利便性の最大化を図る。
自社出店戦略の見直し。「300坪による高速出店」から「400坪・500坪を中心とする店舗収益力重視」の体制へ。
M&Aで取得した店舗は自社フォーマットに落とし込み、順次改装を実施。

40％ 50％

▲15% ▲10%

25％ 40％ 10％ 35％
＋25%

5か年の各フォーマット出店割合
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170 

384 

562 

1300 

4.5%

8.8%

11.2%
16.2%

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

生鮮改装の実施により、生鮮売上高は直近3年間で大幅に伸長。
今後、生鮮4品のMD・運営レベル向上により、2倍強の生鮮売上増加を目論む。
フードと生鮮を合わせた売上構成比は55％～60％を計画。

①生鮮ノウハウの向上 - 生鮮売上の拡大 -

21

第3次中期経営計画（2022.5期 - 2025.5期） 第4次中期経営計画（2026.5期 - 2030.5期）

売上高 562億円
構成比 11.2％

売上高 1300億円
構成比 16.2%

単位：億円

※2022.5期は収益認識基準適用前のため除外（テナント売上は手数料のみ計上）
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2025年、北陸にて生鮮PCを自社開設し、運用モデルの検証を開始。
今後、全国3拠点に拡大を計画。PC新設に併せ、物流網を再構築。
生鮮食品の品質・鮮度向上、供給の安定化及び店舗運営・物流コストの低減を図る。

①生鮮ノウハウの向上 - 生鮮PC3拠点新設と物流網再構築 -

22

北信越

東日本

西日本

3 拠点で総店舗数の
約90 %をカバー
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2021年に「A&」を立ち上げ、PB開発を本格的にスタート。
食品、雑貨、医薬品と取扱商品を拡大し、2025年5月期末時点で、売上高300億円（構成比6.0%）へ成長。
低価格帯の商品を中心に品揃えを拡充しており、2026年には新パッケージへの切り替えを予定。
MDの更なる強化を行い、2030年5月期 PB売上高800億円、構成比10.0％を目指す。

②収益構造の強化  - PB比率の向上 -

23

2025.5期 2030.5期

2030年5月期（計画）

PB売上高 800億円

PB比率 10.0％

300億円

800億円

6.0%

10.0%
約2.6倍
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③M＆Aの推進 - 安定した出店体制の構築 -

24

90 95 90
77

41 51

110

3 12
13

4

17

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

自前 MA

過去5年間
（2021.5期-2025.5期）

第4次中期経営計画
（2026.5期-2030.5期）

403 店舗 400 店舗（M&A込）

過去5年間（2021.5期～2025.5期）で、403店舗の出店（自社：354店舗、M&A：49店舗）。
2026.5期～2030.5期の5年間で、400店舗の出店を計画。
M&Aを推進し、出店の3割を補完（5年間で120店舗）。
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③M＆Aの推進 - 2026年5月期実施のM＆A -

25

2026年5月期に3社のM＆Aを実施（売上高423億、店舗数38店舗）。
2026年5月期第2四半期時点で、21社のM&Aまで拡大（合計：売上高1303億円、店舗数167店舗）。
新潟2企業の子会社化により、新潟県が全進出エリアで売上No.1に拡大。

ピカソ スポット キューピット

会社名 ：株式会社ミワ商店

本社所在地：香川県仲多度郡

売上高 ：5,296百万円

経常利益 ：▲170百万円

店舗数 ：5店舗

会社名 ：株式会社スポット

本社所在地 ：新潟県長岡市

売上高 ：27,461百万円

経常利益 ：496百万円

店舗数 ：20店舗

会社名 ：株式会社キューピット

本社所在地：新潟県新潟市

売上高 ：9,783百万円

経常利益 ：▲299百万円

店舗数 ：13店舗

20企業目
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本部構想

26

経営戦略の実行力強化と意思決定の迅速化および人的資本の最大化を図るため、事業拠点を拡充。
北陸本社＋2地区本部（埼玉・京都）による「3地区本部体制」へ移行。
３オフィス（宮城・新潟・香川）を新設し、各エリアごとの事業推進力を高めるとともに、
地域採用の強化と多様なキャリアアップの機会を創出。

6 拠点で
27 府県を統制・管理

本社
地区本部
オフィス

関東地区本部

仙台
オフィス

新潟オフィス

関西・四国・東海地区本部

香川オフィス

北陸本社
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キャッシュアロケーション

27

店舗開発投資を中心に積極的な成長投資への配分を維持（2000億円）。
株主還元方針を抜本的に見直し（配当性向30％）。

資金調達

キャッシュイン キャッシュアウト

成長投資
67%営業CF

配当性向 30% /  自社株買い 等

成長投資額 2000億円
（2026.5期～2030.5期の5年間累計予測）
※2021.5期～2025.5期 1550億円

投資額 備考

開発投資 50% 新店（自社）

戦略投資 30% M&A（改装込）

その他 20% 改装・PC・調剤
システム・太陽光等

株主還元
20%

運転資金の増加
有事対応等

13％
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株主還元方針
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6.0% 8.3% 7.0% 8.3% 8.0%

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

株主還元方針の抜本的な見直しを実施

配当

自己株式取得

配当性向を30％に引き上げ
2026年5月期末に40周年記念配当（＋40円）を実施し、配当性向30％に引き上げ。

自己株式取得600万株（240億円）を実施。株主還元の充実、経営環境に応じて機動的に実施。

安定的かつ継続的な増配を基本 配当性向30%を基本とする配当方針

30.0％
第4次中期経営計画第3次中期経営計画
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上場市場区分の変更

29

新中期計画の達成に向け、より適切な市場区分のもと経営資源を集中し、持続的成長と株主価値の最大化を図る。

スタンダード市場へ区分変更東京証券取引所

メイン市場へ新規上場名古屋証券取引所
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経営理念

30

健康と美と衛生を通しての社会貢献
経営理念



免責事項

本資料におけるデータや将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断した見通しであり、
潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

これらの記述は、経営環境の変化などの事由により、予告なしに変更される可能性があります。

また、実際の業績はこれらの将来予測とは異なることがある旨をご承知おきください。
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